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山
形
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

（
以
下
「
審
議
会
」
）
が
八
月

一
〇
日
山
形
労
働
局
長
に
対
し
、

山
形
県
最
低
賃
金
を
時
間
額
八

五
四
円
と
す
べ
き
と
答
申
し
た

こ
と
を
受
け
、
山
形
県
労
連
は

八
月
二
三
日
山
形
県
医
労
連
と

連
名
で
、
同
局
長
に
最
賃
法
に

基
づ
く
異
議
申
出
を
行
い
ま
し

た
。
八
月
二
六
日
の
審
議
会
で

異
議
は
却
下
さ
れ
、
一
〇
月
六

日
以
降
、
答
申
通
り
八
五
四
円

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
議

過
程
に
は
県
労
連
の
政
策
提
起

が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
答
申
額
は
時
間
額
方
式
と
な

っ
た
二
〇
〇
二
年
度
以
降
最
高

額
、
三
二
円
の
引
上
げ
幅
も
過

去
最
大
で
す
。
し
か
し
異
議
申

出
で
は
、
最
低
生
計
費
試
算
調

査
結
果
か
ら
、
全
国
ど
こ
で
も

時
給
一
五
〇
〇
円
以
上
が
必
要

と
主
張
。
ま
た
消
費
者
物
価
の

基
礎
的
支
出
項
目
が
四
．
四
％

上
昇
し
て
い
る
の
に
、
答
申
額

は
三
．
九
％
引
き
上
げ
に
と
ど

ま
り
物
価
上
昇
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
と

指
摘
。
政
府
等
の
対

応
が
不
十
分
だ
か
ら

こ
そ
、
審
議
会
は
、

山
形
県
の
労
働
者
お

よ
び
使
用
者
を
代
表

す
る
立
場
で
、
必
要

な
水
準
を
示
す
べ
き

だ
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
医
療
・
介
護

職
は
、
最
低
賃
金
の

地
域
間
格
差
が
地
域

間
賃
金
格
差
に
直

中
小
企
業
支
援
も
盛
り
込
ま
れ
る

　
　
　
県
労
連
の
政
策
提
起
が
反
映

結
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
全

国
一
律
の
診
療
報
酬
や
介
護
報

酬
制
度
と
も
矛
盾
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
安
定
的
な
医
療
・

介
護
の
供
給
体
制
維
持
の
た
め

に
も
改
善
が
必
要
と
し
ま
し
た
。

金
額
審
議
の
一
部
が
非
公
開
・

不
透
明
で
あ
る
こ
と
も
批
判
し

て
い
ま
す
。

　
審
議
会
委
員
か
ら
は
、
最
低

賃
金
と
の
関
り
で
、
特
に
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
貧
困
解

消
な
ど
、
重
視
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
答
申
の
付
帯

決
議
で
は
、
県
労
連
に
よ
る
経

営
者
団
体
等
へ
の
政
策
提
起
が

反
映
し
、
中
小
企
業
支
援
に
関

す
る
政
府
へ
の
要
望
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。
要
望
で
は
、

「
業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い
て
、

原
材
料
費
等
の
高
騰
に
も
対
応

し
た
も
の
」
と
す
べ
き
で
あ
り
、

労
務
費
、
原
材
料
費
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
の
（
大

企
業
等
へ
の
）
「
適
切
な
転
嫁
」

が
必
要
と
し
て
お
り
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
が
「
賃
上

げ
の
原
資
を
確
保
で
き
る
」
よ

う
要
望
し
て
い
ま
す
。
山
形
県

を
含
む
Ｄ
ラ
ン
ク
県
に
は
、
特

に
国
の
重
点
的
な
支
援
の
拡
充

が
必
要
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
県
労
連
が
街
頭
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
の
呼
び
か
け

に
よ
り
、
労
働
局
に
対
し
て
一

般
市
民
か
ら
も
、
低
賃
金
で
息

子
の
将
来
が
心
配
、
な
ど
と
す

る
異
議
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。

　なお、本審議会としては、山形
県の中小・小規模事業者の置かれ
た厳しい状況を踏まえ、政府に対
して、業務改善助成金について、
原材料費等の高騰にも対応したも
のとするなど、より一層実効性あ
る支援の拡充、とりわけ本県を含
むＤランク県における重点的な支
援の拡充を強く要望する。さらに、
中小企業・小規模事業者が賃上げ
の原資を確保できるよう、労務費、
原材料費、エネルギーコストの上
昇分の適切な転嫁に向けた環境整
備を強く要望する。

山形県最低賃金の改正答申より（抜粋）
中小企業支援に関する付帯決議部分

山形労働局に異議申出を提出する勝見議長（現・顧問）
（右端）と県医労連の上田潤書記長（中央）
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党
と
の
懇
談
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。
同

八
日
に
は
立
憲
民
主

党
県
連
と
の
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
勝
見
議
長
（
現
・

顧
問
）
が
本
間
県
委

員
長
に
政
策
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
は
、
最
低
賃
金

全
国
一
律
一
五
〇
〇

円
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
、
消
費
税
五

％
へ
の
減
税
な
ど
八

項
目
。

　
高
橋
衆
院
議
員
は
八
月
三
日

に
県
内
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害

で
、
被
災
地
を
視
察
し
最
上
川

な
ど
抜
本
的
な
河
川
対
策
の
必

要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
岩
淵

参
院
議
員
は
参
院
選
を
通
じ
て

物
価
の
急
騰
な
ど
切
実
な
声
が

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
や
原
発
問
題

　
県
労
連
は
八
月
三
〇
日
、
今

年
六
月
～
七
月
に
県
内
八
カ
所

の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
の
敷
地
内
を
借
用
し

て
実
施
し
た
求
職
者
ア
ン
ケ
ー

ト
（
「
働
き
た
い
み
な
さ
ん
の

ア
ン
ケ
ー
ト
」
）
の
集
計
結
果

を
公
表
し
ま
し
た
。
勝
見
忍
議

長
（
現
・
顧
問
）
と
飯
澤
智
美
・

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

が
県
庁
内
で
記
者
会
見
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
失
業

中
で
も
人
間
ら
し
く
ま
と
も
な

生
活
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
ま

た
失
業
し
て
も
す
み
や
か
に
再

就
職
で
き
る
よ
う
、
良
質
な
雇

用
を
拡
大
す
る
運
動
の
一
環
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
求
職
者
の
暮
ら
し
の
実
態

や
切
実
な
要
求
を
把
握
し
て
、

国
や
自
治
体
の
雇
用
対
策
な
ど

に
反
映
さ
せ
雇
用
を
改
善
さ
せ

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
数
は
、

こ
の
間
の
雇
用
情
勢
の
改
善
傾

向
を
反
映
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
訪
れ
る
求
職
者
そ
の
も
の
が

減
少
し
た
た
め
、
前
回
二
〇
二

〇
年
よ
り
一
二
七
人
少
な
い
二

六
九
人
分
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
「
会

社
都
合
」
の
離
職
が
二
一
〇
人

で
「
自
己
都
合
」
の
離
職
一
五

七
人
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
こ

の
傾
向
は
持
続
し
て
い
ま
す
。

「
会
社
都
合
」
の
中
で
は
前
回

と
同
様
、
「
希
望
退
職
」
が
二

五
．
三
％
と
突
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
セ
ク
ハ
ラ
・
嫌
が
ら

せ
」
と
回
答
し
た
人
が
七
．
一

％
と
な
り
、
三
％
台
で
推
移
し

て
き
た
前
回
ま
で
の
割
合
か
ら

倍
化
し
ま
し
た
。

　
「
自
己
都
合
」
離
職
と
し
た

回
答
で
は
、
「
賃
金
が
低
い
」

「
労
働
条
件
・
職
場
環
境
が
悪

い
」
を
合
わ
せ
る
と
一
六
．
七

％
と
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
失
業
中
の
生
計
」
で
は
、

「
預
貯
金
の
取
り
崩
し
」
が
二

八
．
六
％
で
「
失
業
給
付
」
の

二
三
．
八
％
を
上
回
る
な
ど
の

特
徴
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
由
記
載
欄
に
は
、
「
ノ
ル

マ
が
き
つ
く
て
退
職
し
た
」

「
契
約
満
了
で
退
職
し
た
」

「
六
〇
歳
以
上
を
も
っ
と
積
極

的
に
雇
用
し
て
ほ
し
い
」
「
正

社
員
枠
で
の
求
人
が
少
な
い
」

「
自
己
都
合
退
職
し
て
二
カ
月

の
待
機
期
間
は
厳
し
い
」
「
一

歳
の
娘
が
保
育
園
に
入
園
し
て

い
る
が
、
失
業
し
た
こ
と
で
通

園
の
資
格
を
失
う
不
安

が
あ
る
」
な
ど
厳
し
い

状
況
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
「
大

人
の
世
界
で
も
い
じ
め

や
嫌
が
ら
せ
、
仕
事
の

押
し
つ
け
が
あ
る
。
体

調
不
良
を
訴
え
て
も
相

談
に
乗
っ
て
も
ら
え
ず
、

ま
わ
り
の
人
も
知
ら
な

い
顔
を
す
る
始
末
。
有

休
も
休
憩
も
な
い
ひ
ど

い
職
場
だ
」
な
ど
、

「
セ
ク
ハ
ラ
・
嫌
が
ら

せ
」
を
離
職
理
由
と
し

た
回
答
が
倍
化
し
た
こ

と
を
裏
付
け
る
内
容
を

訴
え
る
人
も
い
ま
し
た
。

求
職
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
公
表

「
嫌
が
ら
せ
」
で
の
離
職
が
倍
増

「会
社
都
合
」が
「自
己
都
合
」
を
上
回
る
傾
向
続
く

形
駅
で
街
頭
募
金
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
「
全
国
各
地
で
災
害
が
起
こ

り
、
誰
で
も
被
災
者
に
な
り
得

る
。
み
な
さ
ん
の
善
意
を
お
寄

せ
下
さ
い
」
と
訴
え
る
と
、
多

く
の
通
行
人
か
ら
募
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
八
月
三
～
四
日
、
置
賜
地
方

に
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
に
よ

っ
て
、
置
賜
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
う
け
、
「
震
災
・
原
発
事

故
避
難
者
の
た
め
の
な
ん
で
も

相
談
会
実
行
委
員
会
」
（
外
塚

功
代
表
）
は
八
月
二
五
日
、
山

　
県
労
連
は
八
月
二
五

日
、
日
本
共
産
党
山
形

県
委
員
会
の
事
務
所
を

訪
れ
、
高
橋
千
鶴
子
衆

議
院
議
員
、
岩
淵
友
参

議
院
議
員
の
二
人
の
国

会
議
員
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
ぎ
、
山
形
県
委

員
会
の
本
間
和
也
委
員

長
な
ど
と
、
当
面
の
政

策
課
題
に
つ
い
て
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。

　
県
労
連
は
七
月
の
参

院
選
後
、
統
一
協
会
問

題
、
安
倍
元
首
相
の
国

葬
、
物
価
高
騰
へ
の
対

策
、
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど

が
重
要
課
題
と
な
る
中

で
、
国
会
を
速
や
か
に

開
く
こ
と
を
求
め
、
県

労
連
が
掲
げ
る
政
策
要

望
に
つ
い
て
提
起
す
る

た
め
、
県
内
の
立
憲
野

で
岸
田
政
権
に
よ
る
原
発
の
新

増
設
を
く
い
と
め
た
い
と
強
調

し
ま
し
た
。

　
懇
談
に
は
、
県
労
連
か
ら
荻

原
圭
子
副
議
長
（
現
・
議
長
）
、

東
海
林
良
二
副
議
長
、
佐
藤
完

治
事
務
局
長
も
参
加
し
ま
し
た
。

山
形
県
８
月
豪
雨
災
害
で
街
頭
募
金
活
動

　
　
　
震
災
・
原
発
事
故
な
ん
で
も
相
談
会
実
行
委
員
会

呼びかけに応えて
募金を寄せる人たち 政策要望書を共産党・本間県委員長に提出
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